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宮山 都月 円筒 特殊壺 壺形
1 壺笠山古墳 滋賀県大津市 円 50 ○ ○ ○ 墳頂
2 元稲荷古墳 京都府向日市 前方後方 94 ○ ○ ○ 墳頂
3 中山大塚古墳 奈良県天理市 前方後円 130 ○ △ ○ ○ ○ 墳頂
4 西殿塚古墳 奈良県天理市 前方後円 234 ○ ○ ○ ○ ○ 器台は墳頂、・円筒は墳丘囲繞
5 東殿塚古墳 奈良県天理市 前方後円 144 △ ○ ○ ○ ○ ○ 埴輪区画
6 箸墓古墳 奈良県桜井市 前方後円 280 ○ ○ ○ ○ 墳頂
7 纒向遺跡 奈良県桜井市 集落 - ○
8 葛本弁天塚古墳 奈良県橿原市 前方後円 70 ○ ○ ○ ○ 墳頂
9 萱振遺跡 大阪府八尾市 集落 - ○
10 小阪合遺跡 大阪府八尾市 集落 - ○
11 西川遺跡 兵庫県尼崎市 集落 - ○
12 権現山 51 号墳 兵庫県たつの市 前方後方 43 ○ ○ 墳頂
13 浦間茶臼山古墳 岡山県岡山市 前方後円 140 ○ 墳頂
14 操山 109 号墳 岡山県岡山市 前方後円 70 ○ 墳頂
15 網浜茶臼山古墳 岡山県岡山市 前方後円 83 ○ 墳頂
16 都月坂 1号墳 岡山県岡山市 前方後方 33 ○ ○ ○ 墳頂、多量配列？
17 七つ𡉕 1 号墳 岡山県岡山市 前方後方 47 ○ ○ ○ 墳頂
18 矢部大𡉕古墳 岡山県倉敷市 前方後円 47 ○ ○ 墳頂
19 矢部 B42 号墳 岡山県倉敷市 円 5～ 6.5 ○
20 矢部堀越遺跡 岡山県倉敷市 転用棺 - ○ ○
21 矢部伊能軒遺跡 岡山県倉敷市 散布地 - ○




















法量　復原高は約 76cm である。各段の高さは、最下段が 15.3cm、第２段目が 10.2cm、第３段目が





























































法量　復原高は約 103cm である。各段の高さは、最下段が 21.6cm、第２段目が 13.6cm、第３段目が



































































































































































































































































































































Ａ Ｂ Ｃ Ⅰ類 Ⅱａ類 Ⅱｂ類 Ⅲ類 ５以上 4
葛本弁天塚古墳 ○ ○ ○ 宮山 大和
箸墓古墳 ○ ○ ○ 箸墓 大和
浦間茶臼山古墳 ○
中山大塚古墳 ○ ○ 宮山 大和
権現山 51 号墳 ○ ○ ○ 権現山
西殿塚古墳 ○ ○ ○ ○ ○ 西殿塚 大和
矢部B42 号墳 ○ ○ ○ 堀越 足守川
矢部堀越遺跡
○ ○ 堀越 足守川
○ 都月 足守川
矢部伊能軒遺跡
○ ○ 都月 吉井川
○ 堀越 足守川
七つ𡉕 1 号墳 ○ ○ ○ ○ 七つ𡉕 都月
矢部B42 号墳 ○ ○ ○ 都月 都月
都月坂 1号墳 ○ ○ ○ ○ 都月 都月


























































































































































































































































































































































































0 40cｍ（ 1 ： 10 ）
12
32
1 ～ 3：岸和田市 2012















































































































































































①　久津川車塚古墳 前方後円 約 190m
②　梶塚古墳 方 約 60m
③　丸塚古墳 帆立貝形 約 80m
④　山道古墳 方 約 35m
⑤　芭蕉塚古墳 前方後円 114m
⑥　青塚古墳 方 約 40m
⑦　芝ヶ原９号墳 円 約 25m










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































北大塚古墳 行者塚古墳 人塚古墳 尼塚古墳
口縁部
形状 - 直立 直立　外折 直立　外折
高さ - 12～ 12.5cm　　　　13.6cm ‐ 9.3cm以上
胴　部 間隔 - 11.5 ～ 14cm 12.5cm 10.2cm 以上
底　部























内面 ナデ、ハケ ナデ、ハケ ナデ、ハケ ナデ　ハケ？
突　帯
形状 方形・台形 方形・台形 方形・台形 方形・台形
高さ 0.8 ～ 1.0cm 0.9 ～ 1.3cm 0.4 ～ 0.9cm
設定
技法 凹線 凹線 凹線 無
透　孔 □ □△（少）○ ○ ○

































































































































































































































大 高 １類 Ⅰ a 類 H5
C 中 中 １・２類 Ⅰ a 類 H7
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なお、各章の初出、新稿の対応は以下の通りである。
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第３章…新稿。
第４章…「古墳時代中期の埴輪生産－京都府久津川古墳群の分析事例から－」（2015）を一部加筆・
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